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令和７年度第１回大口町子ども・子育て会議 議事録 

日時：令和 8 年 3 月 19 日（木）13 時 30 分～15 時 00 分 

場所：大口町健康文化センター１階 多目的室 

 

次第 １．あいさつ 

２．委員紹介 

３．協議事項 

  （１）大口町こども総合計画の変更 

  （２）就学前教育・保育施設整備交付金について 

  （３）保育提供体制の確保のための実施計画について 

４．その他 

欠席委員 （２名欠席） 

資料 ・次第 

・委員名簿 

・席次表 

・大口町子ども・子育て会議設置条例 

・〔資料１〕乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）に係る大口町こど

も総合計画の一部変更について 

・〔資料２〕就学前教育・保育施設整備交付金エントリーシート 

・〔資料３〕保育提供体制の確保のための実施計画 
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議事録 

開会  

事務局 ・令和７年度第１回大口町子ども・子育て会議を開催させていただきます。 

１．あいさつ 

会⾧ 

・年度末のお忙しい中お集りいただきありがとうございます。 

・今年度は、大口町こども総合計画の初年度でした。本日いらっしゃる多くの委

員様と昨年度話し合って策定したところですが、私自身、策定の年度に携わっ

たのは初めてであり、地域の皆様や委員の皆様の声を直に計画へ反映させるこ

とができました。 

・一方で、計画の中にある具体的な取り組みの一つ一つについて十分に議論でき

たか、意見が反映されているかとなると課題が残っていると感じています。 

・また、こどもの声を反映させるということについても課題があると感じていま

す。大口町でもこども条例を策定しましたが、こどもの意見を行政が汲み取

り、計画に反映するということはまだ出来ていないのではないかと思います。 

・既存の考え方だけでなく、難しいことをどう工夫していくか、それを考えるの

が大人の役割だと思います。大口町らしいやり方、内容のものを次の計画に反

映させていくことができるとよいと思います。 

・本日は皆さまにご意見をいただきながら、会議を進めてまいりたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

健康福祉部⾧ 

・本日は、年度末のお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。 

・会⾧よりお話しいただきましたとおり、今年度が大口町こども総合計画の初年

度となっています。策定にあたりまして、委員の皆様にご協力いただきまして

ありがとうございます。 

・本計画について、令和８年度より誰でも通園制度が始まるにあたり、本日はこ

ちらに関して、計画の一部変更を議題とさせていただいています。 

・また、町内の教育・保育施設が認定こども園化を予定していることから、本町

の定員数の見直しも必要となりますので、そちらにつきましても本日の議題と

させていただいております。 

・計画が始まったばかりではありますが、子どもに関する施策はめまぐるしく変

化しておりますので、町としても柔軟に対応していきたいと考えています。 

・会⾧よりお話しいただきました、こどもの意見を聞く、ということはこども条

例にも盛り込んでおりますので、今後、どのようにこどもの声を聞いていくか

を検討していきたいと考えています。 

・本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

２．委員紹介 

事務局 ・今年度第１回目の会議ですので、本来なら委員の皆さまより自己紹介をしてい
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ただくところではありますが、配布しました委員名簿をご覧いただくことで自

己紹介にかえさせていただきます。 

３．協議事項 

協議事項（１）について 

→事務局より、〔資料１〕に基づき大口町こども総合計画の一部変更について説明 

会⾧ 
・大口中保育園で実施している一時預かり事業と公立園で実施する誰でも通園制

度で実施する園が異なることによる問題点などはありますか。 

事務局 

・一時預かり事業と誰でも通園制度では制度自体の目的が異なるため、実施する

園が異なっていても問題はないと考えています。 

・保護者の方のご都合で預ける場合は一時預かり、こどもを成⾧させたいという

場合は、誰でも通園制度を利用いただくと想定しています。 

会⾧ 
・誰でも通園制度では、常に初めてのお子さんを預かることが多いと思います

が、公立保育園ではその受け入れ体制は整っていますか。 

事務局 ・誰でも通園制度の実施に伴い、新たに職員配置を行い、体制を整えています。 

委員 
・月 10 時間での利用のみでは、こどもにとってメリットがあるとは思えません

が、実効性はあるのでしょうか。 

事務局 

・何時間であれば実効性があるかということは、私たちもわからないところです

が、国の制度として月 10 時間となっており、ほとんどの自治体はその時間で

実施します。 

委員 
・保育園を利用するうえで、毎日通う、継続することが大事であり、保護者とし

ては、積極的に利用しようとは思えない制度だと思います。 

事務局 
・こどもが自宅以外の場を知る機会として利用するという目的もあると考えてお

り、今後、国が上限時間を延ばすことを期待するしかないと考えています。 

会⾧ 

・同じ日に他の子の利用がなければ、月 10 時間の上限に関わらず柔軟に対応す

ることは可能なのか、他の子の利用状況に関わらず月 10 時間しか利用できな

いのかどちらでしょうか。 

事務局 
・他の子の利用状況に関わらず、月 10 時間のみの利用であり、利用時間が余っ

ていても、翌月に繰り越したりすることはできません。 

委員 
・幼稚園の園⾧としては、初めての未満児を受け入れるということには大きな不

安ありますが、利用前に保護者の方と計画や調整をする機会はありますか。 

事務局 
・申し込み後に事前面談を行い、アレルギー等必要なことは聞き取ったうえで慎

重に実施していきます。 

委員 ・園であったことは保護者に共有されますか。 

事務局 
・連絡帳を作成するとともに、お迎えの際にその日の出来事については、保育士

からお話をさせていただきます。 

委員 ・誰でも通園制度の実施についてはどのように周知しますか。 
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事務局 ・広報誌とホームページで行います。 

委員 ・計画の変更に伴い、冊子は作り直しますか。 

事務局 ・ホームページに変更内容と現行の内容を掲載することで対応します。 

委員 ・月 10 時間利用するにあたって、先生は同じ方が担当していただけますか。 

事務局 ・専属の保育士が担当するように予定しています。 

委員 
・利用した子や保護者の声をフィードバックしていただける機会があるとよいと

思います。 

会⾧ ・では、本議題につきまして、委員の皆様、ご異議ございませんか。 

委員全員 ・異議なし 

協議事項（２）について 

→事務局より、〔資料２〕に基づき就学前教育・保育施設整備交付金の概要及びエントリーシートに

ついて説明 

会⾧ 
・大口幼稚園や大口中保育園の認定こども園化にあたり、町としてはどのような

流れで定員数を検討したのでしょうか。 

事務局 

・各園の現状を聞き取ったうえで、公立園だけで対応しきれない部分を民間の施

設に担っていただくことを想定し、定員数を検討しています。具体的な人数に

ついては、現段階では、各園の希望数に応じたものとなっています。 

会⾧ ・では、本議題につきまして、委員の皆様、ご異議ございませんか。 

委員全員 ・異議なし 

協議事項（３）について 

→事務局より、〔資料３〕に基づき保育提供体制の確保のための実施計画について説明 

副会⾧ 
・令和 10 年度より公立保育園の定員数を見直すということですが、保護者の方が

希望する園を利用できるか不安に思われると考えますが、どう考えていますか。 

事務局 
・保護者の方々の要望も聞きながら、児童数や希望数に応じて今後検討していき

たいと考えていきます。 

会⾧ ・現状は、希望どおりの園に入園することができていますか。 

事務局 
・年少以上児は全員希望どおり入園しています。未満児については、一部の方は

第二希望の園に入園されるケースもあります。 

会⾧ ・では、本議題につきまして、委員の皆様、ご異議ございませんか。 

委員全員 ・異議なし 

４．その他 

委員 

・こどもの意見を取り入れることはいいことですが、本当にそれが必要なのかな

とも思います。意見を言えないこどもたちが辛い思いをする可能性もあるの

で、平等にこどもの意見を取り入れることができればいいと思いますが、その

ような風潮というだけで進めていくことには不安を感じます。 
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・いろいろな意見を取り入れて計画を策定することはいいことだと思いますの

で、問題点があれば都度見直しをしていくことがいいと思います。 

会⾧ 

・意見を言えない子の気持ちを汲むということが必要だと思います。どう聞くか

を工夫していくことは大事だと思います。 

・今年度はこども総合計画の 1 年目でしたが、進捗はいかがでしょうか。 

事務局 

・始まったばかりで具体的な取り組みとしてはまだ実施できていませんが、大口

町としてこどもの施策を行う際は、こどもの声を聞く場を今後作っていけるよ

う検討しているところです。 

副会⾧ 

・子どもと文化の森で行っている「こどものまち」の中では、こどもたちが活発

な意見交流を行っています。こどもたちがそういう場所を経験していくことが

大事だと実感しています。 

事務局 
・ありがとうございました。 

・令和７年度第１回大口町子ども・子育て会議を閉会させていただきます。 

以上 


